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1 . まえカずき

自家用変電設備の容量が、最近は著しく増大されてきましたが、それに伴って構内配電

線には多くのケープルが使用されるようになりました。従って、地絡事故の際には、架空

線のみの場合と違って対地静電容量が増大し、そのために従来使用されている無方向性の

地絡継電装置では、保護範囲外の地絡事故で誤動作しないように整定することが困難にな

ってきました。云い換えれば保護範囲内の充電電流に見合った動作整定をしなければなら

ないという点から、地絡継電装置本来の特長である高感度の保護ができなくなって来たの

であります。

ここにご説明申し上げる新形の SHG]f:;非接地系高圧回路用方向性地絡継電装置は、従

来の SHG形地絡継電器に狭帯域増幅回路を設け、一層完全な方向性地絡保護を行なわせ

ることを目的とした画期的な方式であります。

2.動作原理

新 S刊HG師形方相向性帥地絡鰍継電鞍装置酢は、ι西配隅己電轍線榊榊酬慎似側lJ咋l
f領側自別1の零相変流器ZC T(ゆb) とにより、入力検出部が構成されております。いま非接地系高

庄配電線について、この 2つの零相変流器を挿入した零相等価回路を考える場合、配電線

路の漏洩抵抗及ぴ接地変圧器(GP T)の接地抵抗を無視したとすれば、その回路は図 1の

ように示されます。そして図 1のAまたは Bに地絡が発生したとすれば、この場合の零相

電流の流れの向き、すなわち 2つの変流器の零相電流の位相は 180度と、 0度の関係にな

ります。従って、本方式の動作位相特性は、実際の保護範囲内の漏洩抵抗と継電器内部の

回路特性を考慮すれば、図 2に示すような動作範囲となり、継電器はこの特性に基づいて

方向性の機能が作られております。なお、継電器内部の各回路は次のような働きをしてい

ます。

図-1 .零相等価回路

神x
ZCT(a) 

ZCT(b) 

B 
O 

CF;接地コンデンサの容量

C;配電線の対地容量

図-2.位相特性図
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斜線部は不確定域

図 3において、配電線地絡事故が発生したとすると、 ZC T (a) の二次側に10'が流れま

す。そして狭帯域フィルタによって基本波分のみが増巾され、駆動信号として位相比較回

路に入ります。一方ZC T (b)の信号Lも同様にフィルタ増巾され、抑制信号として位相

比較回路に入ります。位相比較回路は1'0 と 1~ との位相差が180度の場合にはL は動作信号

として後段の回路に送られますが、位相差がO度の場合には、すべて1'0 は抑制されて、後
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図-3.地絡継電器動作ブロック図

動作感度切換 フィルタ増幡 位栢比較 動作弁別

抑制感度調整 フィルダ増幅

段の回路には送られません。更に比較回路からの動作信号は動作弁別回路に入り、信号の

時間幅による動作判別が行なわれて、次の動作時限安定回路に送られます。この回路では、

一定ノ-::}レス幅信号に変えられて時限調整への安定化が行なわれます。そして時眼調整回路

へ送られて、時限調整きれ、スイッチング回路を通して補助継電器を働らかせます。また、

方向性を持った動作を行なうためのI。と1cとの大ききの関係については、次のように示す

ことができます。

I。 継電器の動作整定値 保護配電線の対地静電容量
二三一一一

1c 継電器の動作を抑制するに必要な値一 接地コンデンサ容量

ここにたとえば、動作整定値を20仇nA、抑制するに必要な値を 5mA、接地コンデンサ容量

を0.02μF/相とすると、次式に示すように、電波側の地絡事故で誤動作しないための最高

の保護配電線の対地容量は0.8μF/相までとなります。

200mA二三保護配電線の対地静電量
5mA - 0.02μF 

200 
従って、保護配電線の対地静電容量三五一子XO.02

三五0.8μF

3.特長

e (1) 集積回路を採用しているので性能が安定し信頼肘極めて高くなっております。
(2) ケープル系統の地絡事故時に発生する歪み波形に対しては、狭帯域増幅回路により、

安定した動作をいたします。

(3) 本方式は、 2つの電流要素を全く同じ方法で検出しているので非接地系配電線での使

用には、非常に安定した方向性地絡保護が得られます。

(4) 動作時間を調整することができるため、他の地絡継電器との間に時間協調が得られま

す。

(5) 標準形で10回路まで選択できるので、将来回路を増大するところでは非常に有利であ

ります。

(6) 0.02μF/相の標準形接地コンデンサを設定するこどにより、負荷iWJの対地静電容量は

最高0.8μF/相まで補償できます。たとえば 6KV用60、38、22mm2BN又はCVケーブル使

用の場合は豆長約2kmまで方向性を持ちます。これ以上の場合には接地線用ZCTの接

地線(一次)の巻回数を増加して方向性をもたせることができます。

(7) しゃ断器の引外方式に関係なく、共通して使用することができます。
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4. f士 様

4・1地絡継電器

rXム巳ー- 格 電 圧 ACll0V 使 用 1占I日IIl. 度 -20
0

C-十60
0

C

定格周波数 50Hzまたは60Hz 消 費 電 力 10VA以下

動作電流整定値 0.2-0.3-0.4-0.6A 絶
(特注0.1-0.2-0.4 -0. 6A ) 

縁 td:; 抗 100M Q以上

抑制電流値 4mA土 lmA 而す 電 圧 AC2，OOOV 1分間

動作位相角 図 2位相特性参照 接 古 ~玄モTー 豆0=王ョ， 7. 5A(COScp=O. 5) 

動 作 時 間
0.2秒(-tJJ換器により
0.35秒整定可能)

4・2 零相変流器

最高使用回路電圧 6，900V 過電流強度
定格一次電流の40倍
(零相分を含まない)

定格一次電流
100、 200、 300、

而す 電 圧 AC22，OOOV1分間400、 600A

定格周波数 50Hzまたは60Hz ま色 縁 F皆 級 6号 A

4・3 接地コンデンサ

5:E 4者 電 庄 6，600V/3，300V共用 草色 議' F皆 級 6号 A

定格周波数 50Hz/60Hz共用 才票 準 容 室震亘主書 0.02μF/本目

本目 数 3 (Y接続) 容量不平衡率 土 2%以内

而ナ 電 圧 AC 22，OOOV 1分間 重 豆E三ま重 来ヲ15kg

5 .種 類

5・1 地絡継電器

用 途 継電方式

商日 電 盤
高抵抗接地

キューピクル

柱上開閉器

高抵抗接地

柱上しゃ断器

図-4. SHG-AF形内部ブロック図

売3 式 構造 引外方式

電 流

SHG-AF 屋内埋込
加電圧
無電圧
DCソレノイド

SHG-AFO 屋外防水 加電圧

図-5. SHG-AFO形内部ブロック図
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5・2 零相変流器

4・

用 途 育5 式 一次電圧
一次電流 一次電線(KIC又はKIP)

又は内 f壬 断面積 取付長
セノマレータ

Z H E -13 
100A 22mm2 615mm 

西己 電盤
200A 60mm2 640mm 

Z H B -13 
300A 100mm2 750mm 

キューピクル
400A 150mm2 880mm 

Z H K -13 6.6K V 600A 200mm2 880mm 

3.3K V イ寸

Z H E -13 ま::!-t、 用 φ50 

夜己 電 盤

キューピクル Z H B -13 φ65 イ寸 属 せ ず

ケーブル

Z H K -13 φ90 

接 t也 Z H F -16 接地線 (5.5mm2以上)

コンテ‘ンサ (貫通形)
φ16 (コンデンサに隠Lりイ寸け な し

ー」 られて支給)
一一一一一_L一一 一一一一一一一一一

5・3 接地コンデンサ 〔保jAち〕 ケーブル照としてうナ害1背;ZCT(45φ、65φ)ヵ、あります。

用 iまE 育5 式 定格電圧 部接続容量|唖干 キロ

3.3K V 

y 10.02JlF/イi霊J尺用 KAF2D 6.6K V 3 

士ノt 、 用
一一」同時陶

6.配線例

6・1 SHG-AF形使用のとき

(1) 図6~9図のSl 、 S2 、(又は S m)端子のAC 100Vは、 CBの負荷側から取って下さい。

やむを得ず CBの電源側から取る場合には、 Sl端子にCBの補助の接点を直列に接続

しなければなりません。

(2) 図 6~9 図のS2 と Sm端子は、 CB のしゃ断用電源が50Hz の場合にはSl と S2 の間に、

60Hzの場合にはSlとSmの間に電源を接続するのを原員IJとします。

(3 )図工2.分路引外方式 (DCソレノイド)のSl、T1!li晶子は、しゃ断容量DC 100V O.5A 

事 (誘導負荷の場合)の接点なので必ずCBと連動する接点を直列に入れて、直接に嗣

器の接点てやCBのしゃ断用電源を切ることを避けて下きい。

回帽6.OCRとAMがある場合 図-7.OCRのみがある場合
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臨-8. AMのみがある場合
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図-9. 0 C RとAMがない場合
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図-10.加電庄51外装置(PY-TC)使用の場合

CB 

図-11.無電圧引外装置(UY-TC)使用の場合
CB 
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図-12.分路引外方式(OCソレノイド)の場合
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6・2 SHG-AFO形使用

ACllOV 

AC 1l0V 

国イ3. C B(柱上しゃ断器)の場合

「子可ニ十一二コ

日dJr! 
6-3 多田路地絡保護

ZCT 

7. 言式 寄食

図イ5.多国路の場合
CB  ZCT CB  

方向性を持つ地絡継電装置の試験は非常に重要で、ありますから、次に示す方法に従って

注意深く行なわなければなりません。なお試験用電源の周波数は、定格値の土 4%の変動
幅内にあることが必要で、、また試験を行なう前には、必ず接地コンデンサを電圧回路から

切り離すことを忘れないて汗‘きい。
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また復帰レバーを押し上:げれば復帰いたします。

試験用押ボタンによる試験

試験用押ボタンを押せば動作します。

7・1

動作電流試験

図-16のように接続の上、動作電流整定値の電流を流して動作値を確認します。従っ

て、試験は各動作電流整定値について行なわなければなりません。

7・2

• 
乱溝口
k

函-16.動作試験配線

糧事

ヒユースなし

(素通し)

笠宮

• I 事 i

鞘

出

編品lt保

lL斗.) ~ 
iL--L I ---:皿、
一+一一一_- 1 

図¥6

/ 

J妄f也コンテンサ用ZCT

試験用電源

方向性試験

この継電装置の試験は、動作原理的には図-17のように接続して行なわなければなら

ないのですが、実際には便宜上図-18及ぴ図-19のような接続で試験を行なっても差し

っかえありません。

7 
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図-17.動作方向試験接続

負イ向側(LJ DSまたは

PCS 

一-・12
1. 
12= 40 S.を右慨に倒きれた状態では動作します

S.を左側に倒きれた状態では動作しません。
図-17

• (1) 動作方向試験

図-18のように接続して試験を行ないます。この場合の試験電流は動作電流

整定値O.2Aだけで差しっかえありません。

もしこの試験で動作しない時は、関係する回路のすべての配線について充分

に調べてみる必要があります。配線に異状がないのに動作しなければ¥継電装

にやIか欠点があることになります。このような場合には、弊社にご連絡願い

ます。

/
1
1
1
1
1
1
1
i
i
l
1
1
1
!
1
1
1
i
、

図-18.動作方向試験配線

官
事4鱒参事 ;知事

• 2三f5" ，'.L~ 二 L
ls {l!L ~，! 

ヒュ えなし
(主通し)

手材料iやij

試験用電源 t9: t也コンテンサ用ZCT
第一干.[i接.tlli
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(2) 不動作方向試験

図 -19のように接続して試験を行ないます。この場合の動作電流整定値は

O.2Aとし、これに対して O.6A干呈度流しでも動作しないはずです。 もし動作す

れば配線に誤りがあるはずですから、前項同様に処置して下さい。

国一19.不動作方向試験配線

/
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
、

電流計 • 

ーヤーノ し一一一
題騨韓盤輯Z1
抵抗器 1 

制組線

第一里重f妾I也 • 試験用電源

8. 取り扱いについての注意事項

新 SHG形地絡継電装置については、次の各項を特に注意して取り扱って下さい。

8・1 取り付け及び配線関係の注意

(1)この継電器は方向性を持っておりますから配線図に従って記号通りに間違いな

く画e.章表すること。

(2)配電線用零相変流器は、側面記号Kを入力側に、 Lを負荷側に取り付けること。
(3片妾地コンデンサ用零柏変流器は、側面記号Nをコンデンサの中性点側に、 Eを

按j士官i点W~ に耳又りイ寸けること。

(4)配電線用零相変流器の二次配線豆長は10M以内とすること。 iHし、やむ去得な

いときは20Mまでの豆長は差しっかえないが、 10Mを越える場合には必ずシー

ルド線を↑変用すること。

9 
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(5}接地コンデンサ用零相変流器の二次配線豆長は、 20M以内とし、必ずシールド

線を使用すること。但し、 20Mを越える豆長を必要とする場合には、接地コン

デンサの外箱から零相変流器を取り外して、零相変流器を継電器から20M以内

に移設して配線を行なうこと。この場合には、接地線はコンデンサ外籍の接地

とは別に設け、零相変流器を貰通させて別に第一種接地を行なうこと。

(6)シールド線はO.75mnr以上の2心とし、心線をシールドする編素線を接地するこ

と。

(7)0 Sまたは CBの端子ktとれは、零相変流器の端子と必ず同一記号とすること。

(8)零相変流器の二次配線は、他よりの誘導を避けるため、なるべく束ねて配線し

な7いこと。

(9}接地コンデンサの外箱から零相変流器を取り外して移設する場合の接地線の配

線は、その途中で損傷等により、事故時の地絡電流の漏れを起すことのないよ

うに注意すること。

(10X9)の場合の接地線の太きは5.5mnr以上でヤあること。

(11)零相変流器の取り付け場所は、継電器試験の際に使用する試験線が、容易に貫

通することの出来る場所であること。

(12)特注(O.1-0.6A)の場合は接地コンデンサ用 ZCTの貫通線は 2回巻きとなり

ます。

試験関係の注意

(1)継電器の試験を行なう場合には、必ず技地コンデンサを高圧回路から切り離す

こと。(高圧倒には、断路器またはヒューズを使用しない素通しのプライマリ

ーカットアウト等を設ける必要がある。)

(2)零相変流器の二次端子を開放したままで一次電流を流きないこと。

(3)零相変流器の二次端子には、テスタ等の直流電圧を与えないこと。特に二次端

子と継電器との接続を点検する際には、充分に注意すること。

(4)耐圧試験またはメガテストの場合には、零相変流器のご‘次端子間を必ず短絡し

て干すなうこと。

(5)C B等の電流引外しの電流目盛整定試験を行なう場合には、零相変流器の二次

端子聞を必ず短絡すること。

(6)現場において耐圧試験を行なう際に、試験用変圧器の容量不足のための電圧が上

昇しない場合には、接地コンデンサを回路から切り離して試験を行なうこと。

(参考)接地コンデンサの必要とする KVAは次の通りであります。

ローコンデ/吋容量] 条 件 印加電圧(V)(50Hz) i肖費 KVA 

「一一一一一一トー一一一一
子一括と外箱と

(NとEを接続して)

計一鈴式 :KVA3ωCV2

- 10 
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9 .外形寸法

(1) SHG-AF形地絡継電器

166 175 
126 • 

。 判
2φ7穴

クグ ! 
シン | 

し///

。
140 

(2) SHG-AFO形地絡継電器

。。的

200 

一

トー

毎襲

。的円

φ20X 2 l- ~o-二l
''A 
唱
E
A
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持地のタイワ

(3)零相変流器

ZHE-13汗:; 100、 200A

c> 
u"> 
4 

99 

130 

ケース材質ポリカ ボネート

青5 式 電圧(KV)

6.6 
ZHE司 13 3.3 

共用

105 

130 

電流(A)

100 

200 

ZHB-13*~ 300、400A

セパレータ

Q 

形式 電圧(KV)電流(A)A (mm) B (mm) C(mm) 

300 140 170 140 

ZHB-13 6.6 

400 140 170 140 

3.3 

ZHK-13 
共用
600 

穴径(mm)

14X3 
50 
18x3 

D (mm) E (mm) 

65 67 

65 67 

12 -

ι__d____L___w___a..一

次 言電 線

付 属 σ3 場 メ@-

22mm2 お山mm V.615mm 
胞C

60 11 U74011 V.640" w. 

ZHK-13斉:; 600A 

出J

取付板

F(mm) 色
一次電線

付属の場合

41 黒 100mm2 w1j ・850mm V.750mm 

41 一息 150 11 KIC 
U・9201/
W 

V.880 11 

里 200 11 !!:920 11 V.88011 
W 



持地のタィワ L_E __1_ _W_ _ a_.J 

セバレータ 100、 200、 300、 400A セバレータ 600A 

イ士 様

，疋ムー・ 格

一次電流(A)

100 

200 

300 

400 

600 

ZHF-16 

l令

-F 

〈
ぞみ

外

φA 

49.5 

66 

89.5 

76 

背三

L B 

イ寸 法 (mm) 
f結 ぇιJ 

B φD  

14 
20 材質

18 クロロブ。レン

21 ゴム

50 
25 使用一次電線

125 28.5 
KIC又はKIP

30 

9 。
制官tt--ート

叫 1i

- 13 _ 
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(4) 接地コンデンサ

140 

M12ネン

23-M 4ネジ

定格銘板

• LF
 

410 

R7.5 

480 

140 

~畠

回
申
的

アース端子

M-8ネジ

~/，. 
1 l 

• 
(参考)

6.6KV3心ブチルゴム電力ケーブル (BN)
(JISC 3603-1975) 

公称断面積 仕上り半径 標準静電

mm2 約mm 容量μF/km

325 83 0.71 

250 77 0.63 

200 71 0.58 

150 66 0.53 

100 59 0.44 

60 52 0.37 

38 47 0.32 

22 43 0.27 

14 40 0.24 

8 37 0.21 

6.6KV3心高圧架橋ポリエチレンケーブル (CV)
(JISC 3606-1975) 

公称断面積 仕上り外径 標準静電

mm2 約mm 容量μF/km

325 81 0.66 

250 74 0.59 

200 69 0.54 

150 62 0.55 

100 54 0.47 

60 47 0.39 

38 42 0.33 

22 38 0.28 

14 35 0.25 

8 32 0.21 

14 _ 



• 

泰和電気工業株式会社
本 社千105 東京都港区浜松田T2 -5 -8 fi(03) 432--2521(代表)
名古屋出張所千455 名古屋市港区東海通 3-7 fi(052)661-4100(代表)
九9'1'1出張所〒815 福岡市南区塩原 76 7 fi(092) 511 -0 7 1 9 
浦和工場〒336 埼玉県浦和市白幡 2-5 -26 fi(0488)61-3131(代表)
興津工場干299・52千葉県勝浦市興津 704 位 (04707)6 0852 

III 1(1 i")] ~ 

• 

• 


